
学
会
通
信

(
一
九
九
八
年
四
月
⊥

ハ月
)

、
学
会
活
動

五
月
三
〇
日

現
代
中
国
学
会
主
催
講
演
会

「江
沢
民

・朱
錯
基
体
制
の
中
国
」
上
村
幸
治

(毎
日
新
聞
外
信
部
)

六
月

六
日

現
代
中
国
学
会
主
催
講
演
会

「陳
独
秀
在
中
国
近
現
代
史
上
的
作
用
和
地
位
」
唐
宝
林

(中
国
社
会
科
学

院
近
代
史
研
究
所
研
究
員
、
愛
知
大
学
交
換
研
究
員
)

「楊
度
的
留
日
経
験
及
其
政
治
生
涯
」
張
玉
法

(中
国
研
究
院
院
士
、
中
央

研
究
院
近
代
史
研
究
所
研
究
員
)

二
、
学
会
員
活
動

今
泉
潤
太
郎

「愛
知
大
学
東
亜
同
文
書
院
大
学
記
念

セ

ン
タ
ー
展
示
資
料

パ
ン
フ
レ

ッ
ト

ー

孫
文

・
辛
亥

革
命
と
山

田
良

政

・
純

三
郎
関
係
資
料

、
東

亜
同
文
書

院
関
係
資
料
1

」

(同
文
書
院
記
念

セ
ン
タ
:
、
五
月
九
日
)

今
井
理
之
「
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
と
中

国
経
済
」
ジ

ェ
ト

ロ
大

阪

(五
月
二

二
日
)
、
ジ

ェ
ト

ロ
名
古
屋

(六
月

二
日
)
、

ア
ジ
ア
政
経
学
会

(愛
知
大
学
現
代
中
国

学
部
、
六
月
二
〇
日
)

緒
形

康
「社
会
主
義
初
級
段
階
論
ー

そ

の
過
去

・
現
在

・
未
来
」

ア
ジ
ア
政
経
学

会

(愛
知
大
学
現
代
中
国
学
部
、
六
月
二
〇
日
)

加

々
美
光
行

「社
会
科
教
育
と
日
中
関
係
」
名
瀬
地
区
高
校
社
会
科
教
員
講
演
会

(名
古

屋
、
五
月
二
六

日
)
、
「
二

一
世
紀

の
日
本
と
中
国
」
愛
大
同
窓
会
総
会

(岐

阜
長
良

川
国
際
会
議
場
、

五
月

三

一
日
)
、
「
二

一
世
紀

の
日
中
友
好

関
係

　

中

国

21

馬

.
5

予

告

(98
年
12
月
刊
予
定
)

特
集
◎
「
現
代
化
」
百
年

一
八
九
八
年

の
暑

い
夏
、
北
京

で
康
有
為

や
梁
啓
超
ら
若

手
革
命
家

が
始
め
た
戊
戌
維
新
運
動

は
、
中
国

の

「
現
代
化
」

の
起
点

と

い
わ
れ

て
い
る
。
そ

の
百
周
年

に
あ
た
る
今
年

一
九
九
八
年
は
同
時

に
、
北
京

大
学
創
立
百
年
、

「人
民
日
報
」
創
刊
五
十
周
年
、
郡
小
平
の
改
革
開
放

政
策
二
十
周
年
、
周
恩
来

・
張
太
雷

・
田
漢
生
誕
百
年

な
ど
、
中
国

の
「
現

代
化
」
を
め
ぐ

っ
て
回
顧

・
記
念
す

べ
き
出
来
事

・
人
物
が
目
白

押
し

で
あ
る
。

本
特
集
は

こ
れ
ら

の
エ
ポ

ッ
ク
を

で
き
る
だ
け
幅
広
く
取
り
上
げ
る

こ
と

に
よ

っ
て
、
中
国

の

「
現
代
化
」

の
百
年
が
有
す
る
多

面
的
な
意

味
を
考
え

る
と
と
も

に
、
今
後

の
中
国

の

「現
代
化
」

の
方
向
を
探
る

よ
す
が
と
も
し
た

い
。

【対
談
】
J
・
F

・リ
オ
タ
:

ル
の
死
を
め
ぐ

っ
て

[許
紀
森

×
緒
形
康
]

/
「人
民
日
報
」

の
五
十
年

[金
沖
及
×
編
集
部
]

【座
談
会
】
戊
戌
維
新
運
動

と
中
国

「
現
代
化
」
百
年

[李
華
興

×
馬
敏

×
凋
天
瑞

×
緒
形
康
]

【イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
】
も
う

一
つ
の
中
国
革
命
ー

中
国
人
ト

ロ
ツ
キ
ス
ト

最
長
老

、鄭
超
麟
氏
の
革
命
的
生
涯

【論
説
】
湛
中
楽

「北
京
大
学
百
年
と
中
国
法
制

の
現
代
化
」
/
温
楽
群

「真

理
基
準
論
争
と
改
革
開
放
二
十
年
」
、/
朱
英

「戊
戌
か
ら
辛
亥
革
命

に
お

け
る
地
方
自
治

の
発
展
」
./
鷹
天
琉

「張
之
同
と
戊
戌
維
新

」

ほ
か
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の
行
方
」
名
古
屋
市
姉
妹
都
市

友
好
都
市
協
会

総
会

(名

古
屋

ホ
テ
ル
プ

ラ
セ
オ
、
六
月
五
日
)

河
辺

一
郎
「国
連
総
会

・
安
保

理
投
票
記
録

一
九
九

一
年
」

〔編
著
〕

(新

聞
資
料

セ

ン

タ
ー
、

四
月
)
、
「
人
間

の
安
全

保
障

の
背
景
ー

経
済

社
会
問
題

の
政
治

性
と
国
連
」
(「
軍
縮
問
題
資
料
」
四
月
号
)
、
「
日
本
外
交
と
外
務
省

の
改
革

」

(社
会
民
主
党
政
策
審
議
会
、
五
月

一
一
日
)

高

明
潔
「最
新
教
科
書

・
現
代
中
国
」

〔共
著
〕

(柏
書
房
、
四
月
)

中
嶋
敏
夫
「關
於

"文
學
"
的
概
念
」
北
京
大
学
百
周
年
紀
年

(漢
學
研
究
國
際
會
議
)

(北
京
大
学

、
五
月
六
日

～
八
日
)、

「
は
じ
め

て
読
む
唐

詩
3

(盛
唐
)」

(明
治
書
院
、
四
月
)
、
「
は
じ
め
て
読
む
唐
詩

4

(盛
唐
)
」

(明
治
書
院
、

六
月
)

馬
場

毅
「秘
密
結
社

・
紅
槍
会
研
究

の
現
状
並
び

に
農
民
戦
争
史
論
再
検
討

に
つ
い

て
」
中
華
民
国
史
研
究
会

(愛
知
大
学
現
代
中
国
学
部
、
四
月

二

一
日
)

薦

天
琉
「中
国
文
化
史
分
期
自

議
」

(「学
術
月
刊
」

四
月
号
)
、
「
東
亜
同
文
書
院
中

国
調
査
浅
編
」

(
「辛
亥
革
命
研
究
」
復
刊
号
)

松
岡
正
子
「弊
族
社
会

に
お
け
る

「
徳
古

」
と

「習
慣
法
」

に

つ
い
て
1

中
国
四
川

省
大
涼

山
舞
族
自
治
州
美
姑
県

巴
普
郷

の
事
例

(
一
九
九

五
)
を
中

心
と

し
て
」
第

三
二
回
日
本
民
族
学
会

研
究
大
会

(西
南
学
院
大
学

、
五
月
二

三
日
)

丸
山
伸
郎
「移
行
経
済

に
お
け
る
中
国
政
府

の
役
割
」
比
較
経
済
体
制
学
会

(北
陸
大

学
、
六
月
七

日
)

『学生 による現地研 究お よび中国 シンポジウム』 への こ寄付 のお願 い

愛知大学現代中国学部

愛知大学現代中国学部では、学生間の国際交流を通 じて日中関係の将来を担う若

者を育成するために、来夏、中国の提携大学と共催で、「学生による現地研究」(フ

ィールドワーク)を 実施し、「中国シンポジウム」を開催する予定です。

実施 ・開催に向けて趣旨にご賛同の上、ご寄付を募 りた く、下記要領にてご協力

くださいますようお願い申しあげます。なお、ご寄付いただいた方には、「現地調

査報告およびシンポジウム結果概要報告書」(仮 題)を お送りいたします。

【中国現 地研 究】3年 次 の第6セ メスター3週 間。

現 地 での フ ィー ル ドワー クによ って生 きた知 識 を吸 収 します。

【中国 シンポ ジウム】

日時 ・場所:1999年(平 成11年)8月 末 日 於北 京

概要:1.本 学学生 に よる現地調査 結果の概要報告/2.参 加学 生 による質疑 応答 と

意 見交換/3.記 念 講演 講師:提 携大学教 員(予 定)

参加 者:「 現地研 究」 に参加 した本学部 学生約30名 お よび 中国人学 生、 中国留 学中

の外 国人学 生

※ご寄付 は、 ご面倒 で も住 所 ・氏名(企 業 名・団体 名)を 明記 の上 、郵便振 替(ま たは

現 金書留)を ご利用 下 さい。

個 人:1口5.000円/企 業 ・団 体:1口10,000円

郵 便 振 替 番 号:00820-2-103862加 入 者 名:学 校 法 人 愛 知 大 学

問い合 わせ および現金書留送付先

〒470-0296愛 知県西加茂郡三好町黒笹370愛 知大学 国際交流 課xO5613-6-1149

siq


